
 

　摩擦がはたらく面での振動は，摩擦力も含めておもりにはたらく力を求め，) �N;�

の式を導く。このことより，
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�周期ごとに振動の中心はずれていくが，おもりは一定周

期の単振動をすることがわかる。
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　　これ以後は静止。よって，図のようになる。
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　媒質の屈折率は，光が真空から媒質へ進むときの屈折率である。これと屈折の法則を

組みあわせて使う。干渉の条件では，どの面の反射で位相のずれが生じるかを考える。
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������D�　媒質ⅡとⅢの境界面に関する点�&��の対称点を

　　　& ���とする。&&��が入射する光の波面であるか

　　　ら，光路差���は
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　�F�　 �Q � �Q � �Q ��媒質Ⅰが真空でも，この条件は変

　　わらない��なので，媒質ⅠとⅡの境界面でも，媒

　　質ⅡとⅢの境界でも，反射により位相が���ずれるので，位相のずれがないのと同

　　じになる。したがって，��つの経路を通った光の光路差が半波長の奇数倍のとき弱

　　めあう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……��ア �
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　ガラスの屈折率は�����程度以上なので，
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���　 �S  �JG �� �3D

���　容器の重力＝浮力　また　質量＝密度×体積　より　PJ �6GJ

���　圧力は��JG�のまま一定であるから定圧過程。

���　重心の位置が�� �K 
� �K �だけ上昇するから
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���　膨張した体積を�O9�とすると，仕事は� �S O9�となるから
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���　気体の内部エネルギー�( Q 9& 7�の変化�O(�は熱力学第一法則より　O( 4�:

　ここで， �7 ! �7 　から

　O( 9Q& � �7 
� �7 !�　であるから

　4�:!�　　よって　4!:

����　4�: �は内部エネルギーの増加になった。
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　より

　　　　

　スイッチを切りかえる前に，  ，  にたくわえられている電気量は，

　　である。スイッチを切りかえても極板  ，  は孤立しているから電気量の和は変

　　わらない。

　　右図のように，電池の負極を基準とした，スイッ

　　チ  極板  ，  の電位をとする。極板電気量

　　が　 自分  相手 　で与えられることを用いて，

　　電気量の保存から，｢前＝後｣より，

　　　       

　　よって，　となるから

　　　  

　　　  

　スイッチ  ，  を閉じる前に，極板  ，  にたくわえられている電気量は

　　それぞれ

　　　  ：

　　　  ：  

　　である。電気量は保存されるから，求める和は

　　　

　　スイッチ  の電位を とすると，

　　　         

　　よって， 



　となるから
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　スイッチ  ，  を閉じる前のコンデンサーの極板間の電位差は常にである。

　これに電池による電位差が加わってコンデンサーを充電する。十分な回数くり

　返したとき，電荷の移動がなくなるから，コンデンサーの極板間の電位差は

　　となる。

 
 

4.



 

2 U

( � 
U

%�O

図�D

O

　回転する導体棒は磁場を横切るので誘導起電力�9�が生じる。9�の求め方は
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�とする方法と，棒の平均の速さ�Y �を求めて�9 %OY �とする方法

の���つがある。

���　金属棒が時間�OW�の間に角度�O���� 
 �OW �だけ回転したとき，棒の横切る面積�O6�は
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　磁束密度は�%�で一定であるので，この回転による回路�2$32�を貫く磁束の変化�OΦ

　は
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���　ファラデーの電磁誘導の法則より
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���　｢レンツの法則により，回路�2$32�を貫く上向きの磁束の増加を妨げる向きに誘

　導起電力が生じるから｣�����字�，誘導電流は矢印 �� �の方向に流れる。

���　点�2�から距離�U�の位置にある電子の速さ�Y�は

　　　　Y U�

　であるので，ローレンツ力の大きさ�I�は

　　　　I HY% H�U%

　フレミングの左手の法則より，ローレンツ力�I�の向きは中心�2 �方向である。

���　����で求めたローレンツ力が，電界�( � 
U �から

　電子が受ける力であるとすると
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　ゆえに　( � 
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　　��U�O�の範囲で�( � 
U �のグラフを描くと，

　図�D�のようになる。
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　は，図�D�のグラフと横軸とで囲まれた三角形

　の面積に等しい。よって
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